
科目・コース（ユニット）名：テュートリアルⅠ･Ⅱ･Ⅲ合同【医学 1･2･3 合同】  

英語名称：Tutorial-Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 

 

【担当責任者】西田満（生化学講座） 

 

【連絡先】nishita@fmu.ac.jp 

 

【開講年次】1･2･3 年 【学期】後期 【必修／選択】必須 

【授業形態】演習（テュートリアル形式） 

 

【概要】医学部の教育はプロフェッショナル（専門職）教育である。 

本コースは、講義・実習による基本的な医学的知識や技術の習得・訓練を補完する内容を含

むだけでなく、単なる医学的知識や技術にとどまらない、プロフェッショナル教育を基礎づ

ける広範な内容を含む。 

なお本コースは、テュートリアル形式の学習（自学自習・少人数グループ学習・問題解決型

学習）として設定されている。テュートリアル形式の学習では提示された課題（シナリオ）

の問題把握と追及を自発的に行い、理論構築のトレーニングを行う。また到達度に対して自

己評価を行い、自己指向型の学習態度を身につけることが求められる。 

 

【学習目標】 

テュートリアル形式の学習は、問題を自ら発見・解決し、自ら成長していく能動学習である。

すなわち、自分で疑問を持ち、自分で解決する態度を身につけ、グループ学習への積極的な

参加をし、自分の考えを他人に伝える能力を養うことである。 

《学習総合》 

１． 課題（シナリオ）の問題を把握・分析・評価し、論点を抽出することができる。 

２． 既知の知識を整理し、多面的な発想や総合的な連想ができる。 

３． 科学的に事象を見つめ、論理的に考察できる。 

《グループ学習》 

１． 討論に積極的に参加し、自分の考えを論理的に説明できる。 

２． 他者の考えを理解し、柔軟に取り入れることができる。 

３． グループの一員として問題解決へ建設的な貢献ができる。 

《自己学習》 

１． 自分の意思で計画・努力・実行して学習し、問題を解決できる。 

２． 必要な情報を収集することができる。 

３． 得られた情報をまとめ、自己の考えとともに報告・発表し、討論できる。 

 

【教科書】該当なし 

 

【参考書】該当なし 



 

【成績評価方法】 

学習の成果は発表および討論過程を通じて、以下の観点から総合的に評価する。 

 １．出席率（規定に基づき原則として、３分の２以上の出席を必須とする） 

 ２．問題の把握・分析・評価および論点の抽出 

 ３．問題解決のための計画・努力・実行 

 ４．積極性および論理性 

 ５．発表・討論能力 

 ※ 具体的な評価項目は、【学習目標】を参考のこと。   

 

【学習上の注意事項】該当なし 

 

【垂直的統合授業の実施内容】該当なし 

 

【水平的統合授業の実施内容】該当なし 

 

【本学独自の、あるいは先端的な研究要素のある授業の実施内容】該当なし 

 

【授業スケジュール】 

10 人程度（各学年 3〜4人）が１グループとなり、主体的に課題の設定と議論を行う。班分

け、担当教員、実施場所についてはテュートリアル・オリエンテーションで発表する（オリ

エンテーションの実施日時・場所については別途通知する。）。 

 

回

数 
年/月/日 曜日 時限 内    容 担当教員名 

1 2026/11/10 火 4,5 別途通知（３年生のみ実施） 別途通知 

2 2026/11/17 火 4,5 別途通知 別途通知 

3 2026/11/24 火 4,5,6 別途通知 別途通知 

 

【担当教員】別途通知 

 

 


